
令和５年度 ９月補正予算の内容
（一般会計補正予算 第４・５号）

２．物価高騰対策／児童施設の光熱費支援

３．放課後児童クラブ整備支援

４．古関裕而氏野球殿堂入り記念 全早慶野球戦開催

５．ふくしまシティハーフマラソン２０２４開催

６．あづま山麓ツーリズムの推進
／蔵元ツーリズム、四季の里駐車場の整備

７．あぶくまクリーンセンター焼却工場再整備

１．高齢者の熱中症防止緊急対策／エアコン設置支援



事 業 費
合 計

財源内訳

国 県 市債 その他 一般財源

補正第４号 65,777 2,285 ー 27,900 3,049 32,543

補正第５号 585,495 18,500 12,900 134,500 ー 419,595

（単位 千円）

一般会計補正予算額

６億5,127万円

【参考】令和5年度予算累計額（一般会計） 1,185億7,104万円



過去の除雪費決算額
令和 ２年度 １億 ,１０１ 万円
令和 元年度 １,５４１ 万円

平成３０年度 ８,８５８ 万円

１．高齢者の熱中症防止緊急対策 エアコン設置支援 補正額：22,550千円

災害級の暑さにより高齢者を中心に熱中症で救急搬送される方が増加し、死亡事案も発生して

いることから、熱中症の発生リスクの軽減を図るため、高齢者のエアコン設置を支援します。

（１）対 象 者／次の要件に該当する65歳以上の高齢者のみの世帯

①世帯員全員が令和５年度住民税非課税であること

②エアコンを１台も保有していないこと（完全故障を含む）

③世帯員全員が市税を滞納していないこと

（２）支援内容／エアコン設置費用の２分の１相当額

①8畳用エアコンの場合 5万円

②10～12畳用エアコンの場合 5.5万円
※申請者は、設置費用の２分の１相当額のほか、電源工事等が必要となっ
た場合は別途自己負担が必要になります。

※１世帯につき１回１台限り

（３）受付窓口／福島地区電気工事協同組合
福島市鎌田字卸町22番地の26 TEL024-573-9980 https://fdenkyo.com/

（４）受付期間／９月上旬から１０月末まで【予定】

過去の除雪費決算額円
平成３０年度 ８,８５８ 万円

市
福島地区電気
工事協同組合

設置業者

高齢者世帯

❶仮申請

❹申請を審査

■事業スキーム

電話等で仮申請すれば業者がお宅に伺います

❷現地調査

❺設置工事

高齢者世帯

❸本申請

❺自己負担
支払



過去の除雪費決算額
令和 ２年度 １億 ,１０１ 万円
令和 元年度 １,５４１ 万円

平成３０年度 ８,８５８ 万円

補正額：46,901千円

物価高騰の影響を受けている児童施設の光熱費の上昇分を支援し、施設の円滑な運営を支援します。

２．物価高騰対策 児童施設の光熱費支援

（１）対象施設／幼稚園、認定こども園、保育所、地域型保育施設、認可外保育施設、

放課後児童クラブ等の私立施設

（２）対象経費／教育・保育に要する光熱費（電気・ガス・燃料費）

（３）支援金額／令和５年度に支払う光熱費の令和３年度実績に対する増加分

■ 施設種別ごとの上限額

【参考】 令和5年度物価高騰対策の予算額累計 22億6,289万円

幼稚園 ＠2,500円×園児数

認定こども園 ＠9,000円×園児数

保育所、地域型保育施設、認可外保育施設 ＠5,900円×園児数

放課後児童クラブ、児童センター ＠2,000円×児童数

地域子育て支援センター 85,000円

母子生活支援施設 ＠25,000円×入所者数

電気代
・

ガス代
・

燃料費

電気代
・

ガス代
・

燃料費

（令和３年度実績） （令和５年度実績）

負担が増加している

光熱費を補助します

（上限設定あり）



過去の除雪費決算額
令和 ２年度 １億 ,１０１ 万円
令和 元年度 １,５４１ 万円

平成３０年度 ８,８５８ 万円

３．放課後児童クラブの整備支援 補正額：12,600千円

新入児童を対象としたニーズ調査等から今後の児童数増加と待機児童の発生が見込まれる地区において、放課後児

童クラブを増設する事業者に対して、既存施設の改修・備品購入等の費用を助成します。

（１）対象地区／吉井田地区

（２）開設時期／令和６年４月

（３）開設場所／地区内の旧診療所（予定）

（４）定 員 数／5クラブ165名 → 6クラブ220名

（55名定員増加予定）

（５）事 業 者／ＮＰＯ法人子どものとなり

（６）対象経費／既存施設の改修費、設備整備・修繕費、

備品購入費、開設準備費（礼金・賃借料）

■吉井田小学校児童数推移（R6以降推計）

■吉井田地区放課後児童クラブ 登録児童数推移（各年5月1日現在）

523人

531人

542人

550人

500人

520人

540人

560人

R5 R6 R7 R8



過去の除雪費決算額
令和 ２年度 １億 ,１０１ 万円
令和 元年度 １,５４１ 万円

平成３０年度 ８,８５８ 万円

４．古関裕而氏野球殿堂入り記念 全早慶野球戦開催 補正額：13,000千円

名誉市民古関裕而氏がそれぞれの応援歌を作曲した早稲田大学と慶應義塾大学の全野球戦・応援合戦を開催し、

古関氏の野球殿堂入りを祝うとともに、ふくしま復興へのエール・福島から世界へエールを送ります。

■期 日／令和５年１１月２６日（日）

■会 場／福島県営あづま球場

■主 催／早稲田大学野球部、慶應義塾体育会野球部

■主 管／古関裕而氏野球殿堂入り記念全早慶野球戦福島大会実行委員会

■共 催／早稲田大学福島稲門会、慶應義塾大学福島三田会

○ 前日に相双地区・荒川区との中学生野球交流試合

○ 早慶野球部選手から技術指導を受ける少年野球教室

○ 市内・県内の農林水産物の販売、観光・復興情報の発信

ふくしまへのエール



過去の除雪費決算額
令和 ２年度 １億 ,１０１ 万円
令和 元年度 １,５４１ 万円

平成３０年度 ８,８５８ 万円初開催となったふくしまシティーハーフマラソンは、

債務負担行為：52,000千円

たくさんの協賛とボランティアと声援に支えられ、4,000人以上のランナーが市街地を駆け抜けた初開催のふくし

まシティハーフマラソン。オールふくしまの力を結集した手厚いおもてなしで福島の魅力を発信するため、ブラッ

シュアップをかけた第２回大会に向けて始動します。

５．ふくしまシティハーフマラソン２０２４開催

■期 日／令和６年５月１９日（日）

■会 場／誠電社ＷＩＮＤＹスタジアム（信夫ケ丘競技場）

■競技種目／ハーフマラソン ※（公財）日本陸上競技連盟公認コース

10km、親子ペア、車いす

■参加定員／5,000人程度

■参加料金／ハーフマラソン 7,000円、ほか

※競技種目等は変更になる場合があります。

On Your Marks
～未来へ走れ、ふくしま～

２年度 １億 ,１０１ 万円
令和 元年度 １,５４１ 万円

平成３０年度 ８,８５８ 万円初開催となったふ
くしまシティーハーフマラソンは、



過去の除雪費決算額
令和 ２年度 １億 ,１０１ 万円
令和 元年度 １,５４１ 万円

平成３０年度 ８,８５８ 万円

補正額：10,200千円

吾妻山麓エリアに立地するお酒の醸造所を一体的にブランディングして誘客を図るとともに、四季の里駐車場を増

設してエリアの拠点を強化し、あづま山麓ツーリズムを推進します。

６．あづま山麓ツーリズムの推進

あづま山麓 蔵元ツーリズム 四季の里駐車場の整備

補正額：3,000千円 補正額：7,200千円
金水晶酒造店新工場が四季の里近隣にオープンすることで市内のお酒の醸

造所が吾妻山麓エリアに集中することから、醸造所が立地するゾーンのブラ

ンディングにより、吾妻山麓エリアの魅力のひとつとし

て発信し、周遊観光を促進します。

⚫コンセプトづくりと公募によるネーミング

⚫モデルコースの造成

⚫ＰＲ事業（動画制作、広報支援、お披露目）

金水晶酒造店
（日本酒・荒井）【建設中】

YellowBeerWorks
（ビール・大笹生）

吾妻山麓醸造所（ワイン・桜本）

みちのく福島路ビール
（ビール・荒井）

おららの酒Bar・醇譲蔵
（どぶろく・土湯）

ファミリー層・若年層をターゲットに吾妻山麓エリア周遊観

光の拠点施設としてリニューアルを進める四季の里に新たな駐

車場を整備します。誘致強化を図る大型のイベントの開催時も

スムーズな来場ができるようにします。

⚫整備台数／250台程度

（現在340台→590台）

⚫整備スケジュール

・R5 測量・設計

・R6 用地買収、

造成工事

・R7春 供用開始 四季の里

整備予定地

大 駐 車 場



過去の除雪費決算額
令和 ２年度 １億 ,１０１ 万円
令和 元年度 １,５４１ 万円

平成３０年度 ８,８５８ 万円

７．あぶくまクリーンセンター焼却工場再整備 補 正 額 ： 11,088千円

プロポーザルにより建設・管理運営事業者が決定したことから、令和１０年

４月の供用開始を目指してあぶくまクリーンセンター焼却工場の更新を進め

ます。

継続費総額 ：18,249,000千円

債務負担行為： 8,236,800千円

【施設概要】

⚫処理能力／120ｔ/日（60ｔ/日×2炉、24時間稼働）

⚫建設予定地面積／約12,300㎡

⚫エネルギー回収率／18%以上

⚫付帯施設／小動物焼却施設

⚫整備方式／ＤＢＯ（Design Build Operate、設計・建設及び運営を一括発注）

R5 R6 R7 R8 R9 R10～R29 予算区分

実施設計

継続費建設工事

設計・施工監理

運営・維持管理 債務負担行為
R10.4供用開始

【スケジュール等】

【整備イメージ】※事業者の提案イメージ


